
巨
額
な
累
積
赤
字
を
抱
え
る
市

営
交
通
は
、
バ
ス
・
電
車
・
地
下

鉄
の
三
事
業
す
べ
て
で
収
支
の
黒

字
化
が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
各
事
業
の
今
後

の
方
向
性
と
経
営
効
率
化
に
つ
い

て
、
「
交
通
事
業
改
革
プ
ラ
ン

（
平
成
十
四
〜
十
八
年
度
）」
を
ま

と
め
ま
し
た
。

各
事
業
の
方
向
性
と
主
な
取
り

組
み
は
次
の
通
り
で
す
。

�
市
営
バ
ス
四
十
六
の
路
線
の
運

行
サ
ー
ビ
ス
を
段
階
的
に
民
営
バ

ス
事
業
者
に
移
行
し
、
平
成
十
六

年
に
、
バ
ス
事
業
を
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
、
生
活
路
線
を
は
じ

め
、
現
行
運
行
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
、
市
と
し
て
適
切
な
対

策
を
講
じ
ま
す
。

�
路
面
電
車
平
成
十
五
年
度
末
を

め
ど
に
、
事
業
の
存
廃
を
含
め
、

在
り
方
や
活
用
策
に
つ
い
て
、
広

く
市
民
議
論
を
行
い
ま
す
。

�
地
下
鉄
駅
業
務
の
委
託
推
進
や

車
両
工
場
業
務
の
外
注
を
拡
大
す

る
な
ど
、
一
層
の
経
営
効
率
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
国
に
対

し
財
政
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め

な
が
ら
、
な
お
不
足
す
る
事
業
資

金
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
か
ら
財

政
支
援
を
講
じ
て
、
安
定
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

昭
和
二
年
の
市
電
運
行
に
始
ま

っ
た
市
営
交
通
は
、
街
の
発
展
に

伴
い
、
市
民
の
足
と
し
て
公
共
交

通
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
車
社
会
の
進

展
や
バ
ス
事
業
の
規
制
緩
和
な
ど

市
営
交
通
を
含
む
公
共
交
通
を
取

り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

改
革
プ
ラ
ン
は
、
こ
う
し
た
社

会
情
勢
に
対
応
し
た
都
市
経
営
が

必
要
と
さ
れ
る
中
で
、
地
下
鉄
を

中
心
と
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
効
率
的
・
安
定
的
に
維
持

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
営
と
民

営
が
担
う
役
割
を
見
直
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
総
合
交
通
政
策
や
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
を
踏
ま
え
、
改

革
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、
公
共
交
通

の
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

詳
細

交
通
局
財
務
課
�
（
８９６
）

２
７
２
６

市
営
交
通
の
方
向
性
に
つ
い
て

「
交
通
事
業
改
革
プ
ラ
ン
」が
ま
と
ま
る

●
事
業
の
見
直
し
と
経
営
の
効
率
化
を
盛
り
込
む

バ
ス
事
業
は
廃
止
し
全
路
線
を
民
営
に
移
行

路面電車については、将来の在り方や活用策など、市民議論の機会を設けていく予定です
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